
回答内容

新たな会社役員体制が決まらないため、

交渉できず。

再雇用者及び中途採用者の賃金問題で交
渉継続中

三興製鋼 5,000円（妥結）

松永製作所 1,833円（定昇のみ）基本給の0.62％

富田電機 3,200円（妥結）

ＩＳＢ
8,597円（2.79%）
ベア等級により900円～5,500円

初任給　大卒　5,500円ＵＰ

気工社 5,652円（妥決）

日本高周波

6,480円＋α

（基本給×2.285％）
平均定期昇給：6,480円

ベースアップ：ゼロ
考課：±５％

東京スチール

センター

2.8%

技能職3級～1級5,000～9,400
事務職4級～1級4,400～9,900

２２春闘回答状況　  ２０２２年４月１４日現在

支部・分会名

日本シャッター分会

三和エレクトロニク
ス分会

神

奈
川

地
本

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

2022年

4月20日

6910号

一時金は、私たちの生活に不可欠な賃金の一部です。燃料代や食料品の価格高騰は、４月以降

も続いています。ウクライナ情勢をはじめとする世界経済の動向いかんで、物価高騰はいっそう

加速すると言われています。企業業績や経済環境にかかわらず、物価高騰から労働者のくらしを

まもることは経営者の責任です。労働者の生活をまもる一時金の支給に最大限の努力を求めます。

川崎支部では、日本シャッター分会はすでに要求提出済み（社長逝去により会社役員が決まっ

ていない為交渉に入れず）。三和エレクトロニクス分会は一時金の取組みをスタートしました。。

22夏季一時金 生活改善を！
経営者には労働者のくらしをまもる責任がある

２
２
春
闘
は
、
４
月
１
４
日

現
在
、
１
１
７
支
部
分
会
で
有

額
回
答
を
引
き
出
し
、
支
部
分

会
平
均
は
５
、
８
４
７
円
（
２
．

２
２
％
）
、
組
合
員
平
均
は
６
，

８
７
６
円
（
２
．
３
４
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
実
績
と
の

比
較
で
は
、
支
部
平
均
で
＋
９

５
５
円
（
＋
０
．
３
９㌽

）
、

組
合
員
平
均
で
＋
９
８
０
円

（
＋
０
．
２
５㌽

）
上
回
っ
て

い
ま
す
。

全
国
で
は
３
次
４
次
５
次
と

団
交
を
積
み
重
ね
、
上
積
み
を

実
現
し
た
支
部
も
出
て
い
ま
す
。

川
崎
支
部
で
は
日
本
シ
ャ
ッ

タ
ー
分
会
は
一
時
金
と
同
様
に

交
渉
に
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
三

和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会
で

は
、
定
年
後
の
再
雇
用
者
の
賃

金
改
善
に
お
い
て
労
使
協
定
違

反
の
問
題
が
発
生
し
、
４
月
２

８
日
に
第
４
回
団
交
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

２２春闘 組合員平均は６，８７６円（２．３４％）



6910号 （２）

５
月
１
日
に
「
は
た
ら
く
者
の
団
結
で

生
活
と
権
利
を
ま
も
り
、
平
和
と
民
主
主

義
、
中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
と
日
本

各
地
で
第
９
３
回
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
が
住
み
活
動
す
る
川
崎
市

内
で
は
、
富
士
見
公
園
市
民
広
場
（
川
崎

勤
労
会
館
奥
の
広
場
）
に
て
９
時
３
０
分

開
会
で
行
わ
れ
ま
す
。
２
年
間
コ
ロ
ナ
感

染
の
拡
大
で
、
メ
ー
デ
ー
な
ど
集
会
が
開

催
で
き
ず
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
ま
だ
神
奈
川
で
は
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。
注
意
を

払
い
な
が
ら
の
久
し
ぶ
り
と
な
る
リ
ア
ル

に
よ
る
集
会
で
す
。

集
会
後
川
崎
駅
ま
で
サ
イ
レ
ン
ト
デ
モ

を
計
画
し
、
働
く
私
た
ち
の
要
求
を
プ
ラ

カ
ー
ド
に
し
て
市
民
に
呼
び
か
け
ま
す
。

戦
争
し
な
い
と
誓
っ
た
日
本
国
憲
法

は
、
今
年
の
５
月
３
日
で
施
行
７
５
年
と

な
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

（
侵
略
）
は
許
せ
ま
せ
ん
「
た
だ
ち
に
ロ

シ
ア
は
撤
退
せ
よ
」
の
世
論
と
行
動
を
ひ

ろ
げ
る
と
き
で
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
口
実
に
、
岸
田
・
自
公
政
権
は

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
保
持
の
論
議
を
、

維
新
の
会
な
ど
は
「
核
兵
器
共
有
」
を
言

い
出
し
て
「
戦
争
で
き
る
国
」
に
向
け
、

憲
法
改
悪
の
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。
憲

法
を
学
び
、
日
本
の
未
来
に
つ
い
て
い
っ

し
ょ
に
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

支
部
執
行
委
員
会
で
は
、
参
加
を
呼
び

か
け
ま
す
。

《
矢
部
常
次
》

５月６日 東京・夢の島スタートの東京⇒広島コースを皮切

りに、全国１１幹線コース

７日 東京から神奈川へ引継ぎ、六郷土手宮本台緑地

１４：４０から集会・解散１５：２０

※今年は、川崎区内での行進終了後に、東京から神奈川

への引継ぎ集会に、参加をお願い致します。

川崎市内の平和行進

７日 【川崎区】川崎大師公園（９：３０）・出発（１０：０

０）→藤崎クリニック（１０：４０）休憩（１０：５

５）→銀柳会→稲毛公園（１１：５０）・集会（区

長あいさつなど）解散（１２：３０）

８日 【川崎市・幸区】稲毛公園（９：００）・集会・行

進出発（９：４０）→遠藤町→幸区役所（１０：００）・

集会（１０：１５）→中原平和館（１２：１０）

【中原区】中原平和館（１２：１０）出発→行進→小杉

駅前１３：３０）宣伝・署名行動～解散（１４：３０）

９日 【高津区】高津区役所集合（９：００）出発（９：３０）

→東高根森林公園（１０：３０）・休憩（１０：４５）

→多摩区役所（１２：１０）

【多摩区・麻生区】多摩区役所集合（１３：００）集会・

出発（１３：１０）→ユーコープ寺田台店・休憩・出

発（１４：４０）→よみうりランド駅前→麻生区役所

（１６：１０）集会・解散（１６：３０）

【宮前区】宮前区役所前広場（１０：００）集合・出発

（１０：３０）→宮前平中→宮崎台駅前（１１：００）・

解散（１１：１０）

２
０
２
２
年
５
月
１
日

第
９
３
回
川
崎
メ
ー
デ
ー

富
士
見
公
園
市
民
広
場

９
時

開
場

５
・
３
県
民
の
つ
ど
い

９
条
改
悪
許
さ
な
い
‼

神
奈
川
公
会
堂
（
Ｊ
Ｒ
東
神
奈
川
駅
）

１
２
時
３
０
分

開
場
（
集
会
後
デ
モ）

核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准
国
が
６
０
ヵ
国
に

６
５
回
目
の
平
和
行
進
へ
の

ご
参
加
を（
コ
ー
ス
は
左
表
に
よ
る）
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川
崎
支
部
に
は
、
大
和

電
気
支
部
か
ら
始
ま
り
、

城
南
電
気
分
会
・
シ
グ
ナ

ス
分
会
・
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー

分
会
・
日
工
検
分
会
・
ユ

ニ
オ
ン
金
型
・
フ
ジ
コ
ン

分
会
・
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
分
会
・
東
芝
照
明

プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
分
会
・
合

同
分
会
・
ノ
イ
ズ
分
会
・

東
立
通
信
工
業
分
会
な
ど

多
く
の
分
会
が
あ
り
、
多

く
の
組
合
員
と
家
族
が
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
関
わ
り
の
あ
っ
た
方
々

が
、
全
国
に
い
ま
す
。

飲
み
友
達
と
飲
ん
だ
席

上
で
、
む
か
し
の
話
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ふ

だ
ん
は
覚
え
て
い
な
い
名

前
で
も
飲
む
と
不
思
議
と

出
て
き
ま
す
。
良
く
旅
行

を
し
た
人
。
ス
キ
ー
を
一

緒
に
滑
っ
た
人
。
仕
事
や

組
合
で
活
動
を
一
緒
に
し

た
人
な
ど
。
組
合
を
離
れ

て
今
ど
ん
な
生
活
を
さ
れ

て
い
る
か
。
元
気
で
い
る

か
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

た
ま
に
は
、
そ
う
し
た
思

い
出
話
の
延
長
で
懐
か
し

む
の
も
わ
る
く
な
い
か
と
、

今
回
の
企
画
を
考
え
ま
し

た
。近

況
を
う
か
が
う
電
話

や
手
紙
等
が
届
い
た
ら
、

是
非
ご
協
力
下
さ
い
。
ま

た
、
「
あ
の
人
の
近
況
が

知
り
た
い
」
な
ど
も
い
い

で
す
ね
。

な
ん
ぶ
せ
ん

▼
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
び
っ
く
り
、
牛
丼
の
『
吉

野
家
』
の
常
務
の
発
言
で
す
。
な
ん
て
言
っ
た

か
と
い
う
と
「
豪
華
な
食
事
を
男
性
に
お
ご
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
の
な
い
若
い
女
性
に
牛
丼
を

売
り
込
め
ば
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
食
べ
る
」

な
ど
、
他
の
報
道
で
は
、
『
生
娘
に
し
ゃ
ぶ
漬

け
』
『
牛
丼
中
毒
』
な
ど
の
表
現
も
、
と
報
じ

て
い
ま
す
。
▼
し
か
も
１
６
日
に
開
か
れ
た
早

稲
田
大
学
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
座
で
の
講
師

と
し
て
の
発
言
と
の
事
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
女

性
蔑
視
の
発
言
で
す
。
▼
吉
野
家
と
言
え
ば
、

牛
丼
チ
ェ
ー
ン
店
の
草
分
け
的
な
存
在
の
お
店

で
飲
食
業
界
で
も
海
外
展
開
を
行
う
一
流
企
業

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
発

言
に
な
っ
た
の
か
？
▼
本
人
は
大
変
反
省
を
し

て
い
る
と
言
い
、
吉
野
家
も
謝
罪
を
表
明
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
経
営
に
携
わ
る
者
と
し
て

の
品
位
や
社
会
性
に
疑
問
を
感
じ
る
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。
▼
今
毎
日
の
よ
う
に
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
戦
争

と
い
う
巨
大
な
暴
力
が
目
の
前
に
あ
る
時
、
私

た
ち
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
女
性
蔑
視
を
見
逃

し
て
は
い
け
な
い
と
強
く
思
う
嫌
な
ニ
ュ
ー
ス

で
し
た
。

（
シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ
）

支
部
報
編
集
委
員
会

お
聞
き
き
し
た
い
こ
と
（
も
ち
ろ
ん
言
い
た
く
な
い
こ

と
は
、
聞
か
れ
て
も
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

例
え
ば

●
住
ま
い

●
ど
ん
な
生
活

仕
事
・
趣
味
・
市
民
運

動

●
最
近
思
う
事

怒
っ
て
い
る
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た

こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

●
で
き
れ
ば
本
人
の
写
真

地
元
の
写
真

等
々



川
崎
駅
で
毎
月
１
１
日
、
フ
ラ
ワ
ー

デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
し

た
と
き
に
、
ロ
ー
カ
ス
ト
か
ら
性
暴

力
を
な
く
す
会
発
足
会
に
来
ま
せ
ん

か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎

支
部
事
務
所
の
裏
に
あ
る
有
限
会
社

ロ
ー
カ
ス
ト
で
起
き
た
性
暴
力
事
件

で
す
。
被
害
者
は
２
年
以
上
に
わ
た
っ

て
性
暴
力
を
受
け
、
そ
の
果
て
に
首

を
絞
め
る
暴
行
を
加
え
ら
れ
る
と
と

も
に
解
雇
通
告
を
受
け
ま
し
た
。

去
年
の
１
０
月
に
東
京
高
裁
で
逆

転
勝
訴
判
決
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
、
①
地
位
・
関
係
性
（
加
害

者
は
会
社
の
次
期
社
長
と
い
わ
れ
て

お
り
、
解
雇
な
ど
を
ち
ら
つ
か
せ
る

地
位
に
あ
っ
た
）
を
利
用
し
た
性
暴

力
だ
と
み
と
め
た
②
会
社
の
責
任
も

認
め
た
③
比
較
的
高
額
な
慰
謝
料
が

認
め
ら
れ
た
④
解
雇
は
無
効
で
あ
り
、

未
払
い
賃
金
の
支
払
い
を
認
め
た
。

し
か
し
、
被
告
側
は
上
告
し
て
お

り
、
今
年
の
夏
ご
ろ
に
は
最
高
裁
判

決
が
で
る
よ
う
で
す
。
弁
護
士
に
よ

る
と
、
新
た
な
資
料
や
証
言
も
な
く
、

争
う
点
も
な
い
の
で
高
裁
の
判
決
が

確
定
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し

た
。判

決
は
確
定
し
て
も
、
被
害
女
性

の
受
け
た
心
身
の
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
性
暴
力
犯
罪
は
『
魂

の
殺
人
』
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
被
害

女
性
が
事
件
後
も
加
害
男
性
を
語
る

と
き
に
敬
語
を
使
っ
て
い
た
と
い
う

話
に
そ
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
ほ

ど
ま
で
に
心
も
体
も
支
配
さ
れ
、
そ

こ
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
状
態
に
追
い

込
ま
せ
る
性
暴
力
に
怒
り
が
わ
き
ま

し
た
。
女
性
は
、
現
在
も
、
ト
ラ
ウ

マ
か
ら
一
人
で
は
外
出
で
き
な
い
状

態
の
よ
う
で
す
が
、
発
足
会
に
向
け

て
は
、
『
今
後
は
自
分
の
よ
う
な
被

害
に
あ
っ
た
女
性
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
』
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ

た
と
司
会
者
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

ロ
ー
カ
ス
ト
の
被
害
者
を
支
え
、

東
京
高
裁
の
判
決
を
最
高
裁
で
早
期

に
確
定
さ
せ
る
た
め
に
行
動
し
よ
う

と
い
う
『
ロ
ー
カ
ス
ト
か
ら
性
暴
力

を
な
く
す
会
』
へ
の
加
入
。
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

付
け
加
え
る
と
、
こ
の
事
件
へ
の

従
業
員
の
認
知
に
つ
い
て
弁
護
士
に

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
そ
う
い
う
事
実

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
社
内
も

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
が
蔓
延
し
て
い
る
会

社
と
い
う
印
象
だ
と
の
回
答
で
し
た
。

ビ
ラ
ま
き
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

【
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

細
谷
あ
つ
子
】

労
働
時
間
の
短
縮
で

命
と
健
康
を
守
る

日
本
の
労
働
時
間
の
特
徴
の
ひ
と

つ
は
、
無
制
限
の
残
業
が
蔓
延
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
長
時
間
残
業
は
、

と
き
に
過
労
死
と
い
う
悲
惨
な
事
態

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
過
労
死

根
絶
の
た
め
に
も
長
時
間
の
残
業
を

削
減
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

過
労
死
の
主
な
要
因
で
あ
る
脳
・

心
臓
疾
患
に
と
っ
て
最
大
の
リ
ス
ク

は
、
睡
眠
・
休
息
時
間
の
不
足
で
す
。

１
日
の
睡
眠
時
間
が
十
分
と
れ
な
く

な
る
と
脳
・
心
臓
疾
患
の
リ
ス
ク
が

急
速
に
高
ま
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
月
の
労
働
時
間
が
２
０
０
時
間
を

超
え
る
と
過
労
死
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
し
、
そ
の
見
地
か
ら
、
１
日
８

時
間
の
所
定
労
働
時
間
、
月
の
所
定

外
労
働
時
間
（
残
業
）
を
月
４
５
時

間
ま
で
と
定
め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
労
働
基
準
法
に
は
「
特
別
条
項
」

と
い
う
規
定
が
あ
っ
て
、
臨
時
的
な

特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば
年
間
７
２
０

時
間
・
単
月
で
は
１
０
０
時
間
ま
で

の
残
業
を
認
め
て
い
ま
す
。

月
１

０
０
時
間
残
業
と
は
、
こ
の
状
態
で

亡
く
な
る
と
、
た
だ
ち
に
過
労
死
に

認
定
さ
れ
る
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
で

す
。Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
時
間
外
労
働
に

つ
い
て
、
１
日
２
時
間
・
週
６
時
間
・

月
２
０
時
間
・
年
間
１
５
０
時
間
、

特
別
条
項
は
原
則
結
ば
な
い
と
い
う

統
一
要
求
を
か
か
げ
、
時
間
外
労
働

の
削
減
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
特
別
条
項
の
廃
止
な
ど
の
労
働

基
準
改
正
を
求
め
て
い
ま
す
。

6910号 （４）

み
ん
な
で
考
え
よ
う
（
第
４
回
）



４
月
１
６
日
（
土
）
の
１
０
時
か
ら
、

久
地
駅
に
て
恒
例
の
未
組
織
宣
伝
を
行

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
長
谷
川
委
員
長
、

細
谷
副
委
員
長
、
矢
部
副
委
員
長
、
小

林
執
行
委
員
、
そ
し
て
私
浅
岡
で
し
た
。

「
相
談
は
川
崎
支
部
へ
」
の
横
断
幕

と
、
「
憲
法
署
名
に
ご
協
力
を
…
平
和

憲
法
を
生
か
し
た
政
治
を
」
の
プ
ラ
ス

タ
ー
を
新
設
、
署
名
用
紙
を
置
い
た
テ
ー

ブ
ル
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
飾
り
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
作
成

の
『
平
和
憲
法
ま
も
ろ
う
』
の
ビ
ラ
を

配
布
し
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
で
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
が
地
元
の
労
働
組
合
で

あ
る
こ
と
、
一
人
で
も
入
れ
る
個
人
加

盟
の
労
働
組
合
で
あ
る
こ
と
、
組
合
づ

く
り
や
無
料
の
労
働
相
談
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
話
し
、
ぜ
ひ
ス
タ
ッ
フ
に
声

を
か
け
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

次
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
つ
い
て
、
憲
法
９
条
を
持
っ
て

い
る
日
本
政
府
が
平
和
を
求
め
る
行
動

を
取
る
よ
う
に
訴
え
ま
し
た
。
そ
し
て

自
民
党
や
維
新
の
会
が
憲
法
に
自
衛
隊

を
明
記
し
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
や
海
外

で
武
力
行
使
の
出
来
る
よ
う
憲
法
を
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
非

核
三
原
則
を
崩
し
て
、
『
核
兵
器
の
共

有
』
を
言
い
出
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え

て
『
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全
国
一
千

万
署
名
』
へ
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
代
や
食
料
品
の
物

価
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
春
闘
賃
上
げ

交
渉
が
山
場
を
迎
え
て
い
る
こ
と
、
そ

の
中
で
労
働
組
合
の
存
在
が
重
要
で
あ

る
こ
と
、
組
合
の
な
い
方
は
相
談
を
と

訴
え
ま
し
た
。

今
回
は
ビ
ラ
の
取
り
が
良
く
、
１
時

間
の
宣
伝
行
動
で
約
５
０
枚
の
ビ
ラ
を

撒
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
の
定
期
大
会
以
来
、
毎
月
宣
伝

行
動
を
実
施
し
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝

や
ビ
ラ
の
効
果
で
労
働
相
談
も
増
え
て

い
ま
す
。
雇
止
め
や
パ
ワ
ハ
ラ
の
相
談

が
来
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
働
き
盛
り
の
方
や
若
い
方

の
相
談
に
応
え
、
組
合
加
入
を
増
や
し
、

川
崎
支
部
の
組
織
拡
大
め
ざ
し
て
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
記

浅
岡
）

（５） 69１0号

４月１６日久地駅での未組織宣伝
平和憲法を守る９条署名も

４月１５日（金）

に予定をしてい

た「ワーカーズ

ネットかわさき」

の川崎駅での街

頭労働相談は雨

天のため中止と

なりました。
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
４月２３日（土）第１７回支部執行委員会（支部事務所）１３：００～

２８日（木）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）１８：３０～

三和エレクトロニクス団交１７：３０～

３０日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

５月０１日（日）第９３回メーデー（富士見公園）９：００開場～

０３日（火）５・３県民のつどい（憲法記念日）神奈川公会堂１２：３０開場

2022憲法大集会（有明防災公園）１１：００～

０４日（水）第１０回書記局会議（支部事務所）１０：００～

０７日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

０７～０９日（月）川崎平和行進（詳細は２面参照）

１１日（水）第１１回支部報編集会議（支部事務所）１８：００～

第１８回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１４日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

１９日（木）総がかり行動（ ） ： ～

２０日（金）ワーカーズネット街頭相談（溝の口デッキ）１９：００～

２１日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

２６日（木）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）１８：３０～

２８日（土）第１９回支部執行委員会（支部事務所）１３：００～（予定）

６９１０号の答えは、出題者のミスで答えが２つ出てしまいました。申し

訳ありませんでした。また、難しすぎると苦情がありました。

Ａ＝２、Ｂ＝９、Ｃ＝７、Ｄ＝１（左側）

Ａ＝２、Ｂ＝１、Ｃ＝４、Ｄ＝９（右側）

≪クイズの結果≫
賞品は５００円相当です。 解答者は３名、正解は２名でした。
石田洋司さん （合同分会） 図書カード
澁谷裕之進さん（三和家族） 図書カード


